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Ⅰ．はじめに
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　分析の対象とする児童は，T 県にある A 特別支




















































尺度による A 児の実態については表 2 に示す。
２．実施期間・教師の役割など
　2019 年 4 月から 2019 年 5 月まで，一授業 45 分





学年を基本に構成しており，1 〜 4 年生の学年毎の
4 チーム，5 年生 2 名のチーム（A 児のチーム），5，


















































































































め，T1 は A 児に「二人で話し合って決めるんだよ。」




























































































































め，A 児と B 児のチームに戻った。活動の説明の
間，A 児は前回と同様に顔を上げ，T1 の方向を向
いていた。活動が始まり，作戦ボードを取りに来る
よう T1 に言われると，A 児は「よし。俺が取って
くる。」と B 児に伝え，B 児は頷いた。A 児が作戦
ボードを取ってくると，B 児に「どうする。安全な
やつにしようか。」と話した。B 児がコードカード

















眺めていた B 児が「一回試してみる。」と A 児に尋
ねると，A 児は「一回試してみる。」と答えた。A
児は近くにいた T5 に「T5 も。」と伝え，B 児と T5
に「ターン，ジャンプ，クラップ，パンチ。」と言い，
B 児と T5 は A 児の掛け声に合わせて踊った。その
後，「俺や。」と A 児が言うと，B 児は「ターン，ジャ
ンプ，クラップ，パンチ。」と言い，その掛け声に


















































































































































 （2019 年 5 月 20 日受付）
 （2019 年 7 月 17 日受理）
